
 

 

 

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道小平高等養護学校 校長 齋 藤 利 文 

おんねの丘でも、眩しい太陽が照りつける夏の盛りとなりました。開校 29年目を迎える本校に対し、地

域の皆様から深い御理解と御協力を賜り、関係者一同、心から感謝申し上げます。 

本会は、「親元を離れ、小平町で学ぶ生徒たちの学校生活や寄宿舎生活が潤いのあるものになってほしい」

と願い、平成８年に設立し、これまで様々な教育活動を支援してまいりました。今年度も「自立」と「社

会参加」の実現に向けて、地域と学校との連携・協力などに取り組んで参ります。 

協力会として、生徒たちが今後も充実した学校生活を送るために、学校・寄宿舎の各行事への助成、部

活動等の費用について補助を行い、生徒たちの学校生活を支援して参ります。今年度も本会の活動に皆さ

まの御理解と御賛同をいただきますようお願いいたします。 

本校教育活動へのご理解とご支援をお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

 

協力会の皆様をはじめ、小平町の皆様、関係の皆様におかれましては、日ごろより本校の教育活動に対し、

ご理解とご支援をいただき、感謝を申し上げます。 

 大変遅い報告となってしまいますが、去る６月 26日（水）に第 1回協力会総会を４年ぶりに開催するこ

とができました。協力会総会では、「協力会として小平高等養護学校を支えます」という力強さを感じる

多くのご意見をいただくことができました。「協力会に支えられての小平高等養護学校」を実感し、大変

ありがたく感謝の気持ちでいっぱいになりました。今年度も引き続き、皆様の変わらぬご理解とご支援の

ほどよろしくお願いいたします。 

  

さて、本校は、今年度から、地域の人、保護者、教職員、他の多様な立場の人々が連携し地域の未来を

創造する環境づくりが必要不可欠だという考えから、これまで以上に一人一人の生徒の実態を適切に把握

し、「個別最適な学びと協働的な学び」を進めるとともに、生徒と「未来の社会」をつなぐ教育課程の充

実に努め、地域とともにある学校づくりを推進しております。 

 また、本校は来年度開校 30周年を迎えます。来年度学校祭前後に町民の皆様とともにお祝いができるよ

う企画をしているところです。来年度早々企画の概要をお伝えできるよう準備を進めていきますので、後

援会の皆様には、ご支援よろしくお願いします。 

 

結びになりますが、協力会の皆様のご健康とご発展をご祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

 

『協力会』だより 
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希望に満ちた 若者たちに 
北海道小平高等養護学校協力会 会長 石 黒 朋 幸  

今年度も地域の方々に役員を引き受けていただき、総会にて承認されまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 

協力会事務局では、年に２回協力会便りを発行させていただきます。地域の

方々に、本校生徒の学習の様子や寄宿舎生活の様子、協力会の助成で購入

させていただいた物や、体験できたことなどをご紹介できればと考えておりま

す。本校の教育活動にご興味を持って頂き、協力会へのご入会のきっかけとし

て頂ければ幸いです。また、本校の活動に対しまして、ご意見やアイディアなど

も頂戴したいと思っております。地域の方々といろいろな形でつながり、お力を

お借りしていきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

協力会事務局次長：扇子 祥恵 

顧問 関  次雄  齋藤 利文 
会長 石黒 朋幸 

副会長 
森田 康和  横田 達男 
大滝 英治 

監事 山口 弘幸  山田 博文 

理事 

叶野 公司  濵田 哲也 
向井 勝広  籠川 健二 
大滝 英治  前崎 正弘 
板垣 良二  太田 昭夫 
濱野 修二 

事務局 
三浦 智子  扇子 祥恵 
加藤 弥志  大久保城汰 
土佐 優芽 

 

令和６年度協力会役員 



本校は、留萌管内唯一の知的障がいのある生徒の「自

立」と「社会参加」を目指した、職業教育を中心とした

高等部のみの特別支援学校です。 

生徒たちは入学者選考検査を経て入学し、３年間をこ

の小平町鬼鹿地区で過ごします。オンネの丘の大自然を

感じながら、作業学習や体力つくりを中心に、将来の夢

に向かって真剣に取り組んでいます。 

 

●木工科 

機械や道具を安全に使

用し、研磨、組立、塗装な

どの工程を行って、木べら

など様々な木工製品を作

ります。ぬくもりのある木

工製品を是非、お手に取っ

てみてください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

●クリーニング科 

ハウスクリーニングや

ワイシャツクリーニング、

おしぼり包装など、作業種

が豊富です。群来る、小平

町役場など、校外で窓清掃

を行うことがあります。 

～協力会ご入会のお願い～ 

毎年、協力会会員を募集しています。会員の皆様からいただいた会費

は、学習活動、本校ＰＲ活動、部活動や暑熱対策など様々な教育活動に

助成し、活用させていただいております。協力会へのご入会、ご協力を

よろしくお願いします。 

■会  費 一口 １,０００円（振込料込み） 

■申込方法 会費をお振込みいただくか、または本校にご持参いただく

ことも可能です。 

■振込み先  

１．留萌信用金庫 小平支店 普通口座 ５６０７４３２ 

北海道小平高等養護学校協力会 会計代表 齋 藤 利 文 

２．ゆうちょ銀行 ０２７９０－７－１８９５０ 

北海道小平高等養護学校 協力会 

※小平、鬼鹿郵便局の窓口には指定の振込取扱票がございます。 

■お問い合わせ先  

北海道小平高等養護学校 三 浦 智 子（協力会事務局長） 

〒078-3442小平町鬼鹿田代577-2 Tel.0164-57-1203 Fax.0164-57-1204 

部活動：フットサル大会 

寄宿舎：共同生活を送りながら、洗濯や掃除などの身の周り

のことや、人との関わり方やルール、マナーなどを学んでい

ます。余暇活動では、近隣の施設で外食することもあります。 

総合的な探究の時間 
お祭り体験・見学 

学校祭：学科即売会 

体力つくり：校外ランニング 

●窯業科 

より作り、板作り、鋳込

みによる技法で製作を行

い、手作りのお皿や茶碗、

マグカップなどの製品を

作ります。「生活に彩を」

がテーマです。 

できあがった製品は、「小平町道の駅」で展示販売

させて頂いております。是非、ご利用ください。 

小平高等養護学校ＨＰ・YouTubeを 

 是非、ご覧ください！！ 

学校ホームページ YouTubeチャンネル 

www.obirakoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp 


